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え

び

の
町

真

幸

・
島

之

内

地

下

式

横

穴

（
一
）

遺
跡
発
見
の
動
機
は
、
耕
作
中
平
石
に
つ
き
当
り
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
下
に
空

洞
が
あ
き
、
の
ぞ
き
込
ん
で
み
る
と
人
骨
等
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
話
が
地
区
民

の
間
に
広
ま
り
、
警
察
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
さ
ら
に
町
教
委
の
適
切
な
処
置

の
も
と
に
県
社
会
教
育
課
に
通
報
が
あ
り
、
昭
和
四

一
年
八
月

一
〇

・
一
一
日
緊

急
調
査
の
運
び
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
一）

遺
跡
は
、
え
び
の
町
真
幸
と
加
久
藤
と
の
境
に
近
く
、
水
田
に
臨
む
比
高

一
〇

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
広
い
台
地
の
北
縁
に
位
す
る
。
東
方
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の

地
点
に
県
指
定
の

一
号
古
墳

（封
上
を
有
す
る
地
下
式
横
穴
）
が
あ
る
。

遺
構
の
実
測
図
は
第

一
区
の
如
く
で
、
主
軸
は
正
し
く
南
北
を
と
る
。
入
口
は

扁
平
な
割
石
で
ふ
さ
ぎ
、
竪
媛
は
短
い
羨
道
で
玄
室
に
つ
な
が
れ
、
レ
ベ
ル
は
玄

室
よ
り

一
〇
ど

一
五
セ
ン
チ
高
い
。
玄
室
の
平
面
は
楕
円
形
で
、
天
丼
は
み
だ
れ

て
は
い
る
が
屋
根
形
を
呈
し
、
こ
れ
か
ら
み
る
と
所
謂
平
入
と
な
る
。
ボ
ラ
層
の

下
の
砂
礫
層
に
掘
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
に
例
を
み
な
い
。
各
部
の
計
測

値
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

全
長
　
ニ
メ
ー
ト
ル
二
五
セ
ン
チ
、

深
さ

　

（地
表
よ
り
玄
室
床
）

一
メ
ー
ト
ル
六
五
セ
ン
チ
、

玄
室
幅

　
一
メ
ー
ト
ル
九

一
セ
ン
チ
、

栗

原

文

蔵

玄
室
奥
行
　
一
メ
ー
ト
ル
二
五
セ
ン
チ
、

玄
室
高
さ
　
一
メ
ー
ト
ル
五
セ
ン
チ
、

堅
躾
入
口
　
四
五
セ
ン
チ
×
四
九
セ
ン
チ
。

こ
の
地
下
式
横
穴
の
内
部
は
、
す
で
に
攪
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
出
上
の
状
況
は
、

羨
道
部
に
短
甲
が
直
立
し
て
お
り

（写
真

一
参
照
）
、
玄
室
の
向

っ
て
左
入
口
に

剣
、
刀
子
、
鈍
、
鉄
斧
、
鉄
鏃
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
右
半
分
に
は
人
骨
が
不
自
然

な
形
で
細
片
に
く
だ
け
て
散
乱
し
、
そ
の
間
の
処
々
に
直
択
文
の
あ
る
鹿
角
製
刀

装
具
の
破
片
が
散
見
さ
れ
た
。
左
奥
に
は
径
四
〇
セ
ン
チ
前
後
で
、
幾
重
に
も
黒

い
薄
い
幅
ニ
セ
ン
チ
程
の
膜
が
検
出
さ
れ
た
。
縫
痕
と
考
え
ら
れ
る
孔
が
列
を
な

し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
皮
小
板
漆
塗
車
招
の
漆
膜
の
残
存
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
羨
道
部
か
ら
発
見
さ
れ
た
短
甲
と

一
体
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一二
）

出
土
遺
物
は
、
写
真
二
の
短
甲
及
び
第
二
区
の
如
く
で
、
短
甲
は
三
角
板
鋲
留

式
と
呼
ば
れ
る

一
番
進
ん
だ
形
式
で
、
周
縁
は
革
で
覆
輪
を
と
り
、
全
く
の
完
全

で
あ
る
。
通
常
蝶
番
で
胴
部
を
開
閉
す
る
が
、
本
品
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
。

高
さ
は
前
胴
部
で
三

一
・
七
セ
ン
チ
、
背
部
で
四

一
・
七
セ
ン
チ
を
示
す
。

第
二
図
４
１
３
は
剣
で
、
３
に
は
鹿
角
製
刀
装
具
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

４
１
９
は
鉄
鏃
だ
が
、
４
の
様
な
大
型
三
角
形
鏃
は
、
地
下
式
横
穴
に
か
ぎ

っ
て

発
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
１０
は
鉄
斧
で
４４
は
刀
子

（と
う
す
）
、
４２
は
鈍

（や
り
が
ん
な
）
だ
が
柄
に
骨
材
を
か
ぶ
せ
て
い
る
の
は
珍
ら
し
い
。
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（四
）

本
遺
跡
の
八
〇
メ
ー
ト
ル
程
東
方
を
高
圧
線
が
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
鉄
塔
エ

事
の
折
昭
和

一
〇
年

一
基
の
地
下
式
横
穴
が
発
見
さ
れ
、
故
瀬
之
口
伝
九
郎
氏
に

よ
う
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。
真
幸
支
所
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
写
真
三
、
四
の
如
く

で
、
楕
円
形
プ
ラ
ラ
を
呈
し
、
玄
室
入
回
は
割
石

で
ふ
さ
ぎ
、
人
骨
三
体
、
馬

具
、
剣
、
鏃
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
か
っ
て
衝
角
付
冑
、
短
甲
な
ど
も
出
土
し
た
こ
と
が
あ
り
＾
現
在
東
京

国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

宮
崎
に
は
、
多
数
の
地
下
式
横
穴
の
存
す
る
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
所

で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
西
諸
県
地
方
は
そ
の
中
心
の
感
が
あ
り
、
遺
物
に
も
見
る

べ
き
も
の
が
多
い
ゃ

書
紀
に
み
る
日
本
武
尊
の
九
州
平
定
の
折
、
日
向
を
通
過
し
た
経
路
は
、
古
墳

文
化
伝
播
の
経
路
と

一
致
す
る
と
の
見
解
も
あ
り
、
延
喜
式
に
み
る
駅
制
も
、
古

道
を
う
け
つ
い
だ
も
の
と
す
れ
ば
、
真
幸
地
方
は
古
く
か
ら
要
．衝
の
地
で
あ
っ
た

事
が
伺
わ
れ
る
。
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第 2図  島之内地下式横穴出土遺物実測図
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写真 4 島之内地下式横穴竪壊入口
短甲の直立 しているのが見える
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高

城

町

牧

ノ
原

発

見

の
石

棺

牧
ノ
原
の
台
地
に
は
、
前
方
後
円
墳
を
合
む
県
指
定
の
古
墳
群
が
あ
り
、
す
で

に
名
の
あ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
台
地

一
帯
が
、
農
業
構
造
改
善
地
域
に
選
ば
れ
、

昨
年
来
そ
の
基
盤
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
来
た
。
町
教
育
委
員
会
で
も
、
指
定

古
墳
に
は
標
式
を
立
て
る
な
ど
し
て
そ
の
保
護
に
意
を
注
い
で
お
り
、
工
事
に
際

し
、
古
墳
を
こ
わ
さ
な
い
こ
と
、
工
事
中
何
か
発
見
さ
れ
た
ら
注
意
す
る
こ
と
な

ど
を
中
し
入
れ
て
お
い
た
。
工
事
は
着
々
と
し
て
進
み
、
昭
和
四
二
年
二
月

一
七

日
石
棺

一
が
発
見
さ
れ
、
同
二
五
日
さ
ら
に
又
石
棺

一
が
、
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
が
二
七
日
教
育
委
員
会
に
も
た
ら
さ
れ
、
翌
二
月
二

八
日
、
緊
急
調
査
の
運
び
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

牧
ノ
原
の
台
地
は
、
県
指
定
の
古
墳
群
の
あ
る
所
で
も
あ
る
し
、
詳
し
く
は
述

べ
な
い
が
、
石
権
の
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
第

一
〇
号
古
墳
の
南
側

一
〇
メ
ー
ト

ル
あ
ま
り
と
三
〇
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
と
の
二
個
所
で
、
発
見
順
に
前
者
を
１
号
、

後
者
を
２
号
と
呼
ぶ
。
共
に
地
上
に
は
標
式
と
な
る
黙
り
上
な
ど
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

第
１
号
石
構
は
、
調
査
に
赴
い
た
時
に
は
既
に
皮
跡
も
な
か

っ
た
が
、
遺
さ
れ

た
写
真

（写
真

一
参
照
）
に
よ
れ
ば
箱
式
石
棺
で
、
道
物
は
認
め
ら
れ
ず
、
出
土

し
た
人
骨
は
古
墳
に
改
葬
し
た
と
い
う
。

栗

原

文

第
２
号
石
棺
は
、
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
発
見
さ
れ
た
折

に
と
り
除
か
れ
た

一
枚
の
平
石
の
他
は
、
蓋
石
も
完
全
で
あ

っ
た
。
現
場
の
人
達

の
話
を
総
合
す
る
と
、
石
棺
の
位
置
は
地
表
下
ニ
メ
ー
ト
ル
程
に
な
る
ら
し
い
。

石
棺
の
実
測
図
は
、
第

一
図
の
如
く
だ
が
、
平
痛
な
割
石
及
び
平
痛
な
自
然
石

を
ほ
ぼ
二
重
に
囲
い
、
天
丼
は
五
枚
の
平
石
で
お
ゝ
い
、
底
に
も
平
石
を
敷
き

つ

め
、
周
囲
は
粘
上
で
目
ば
り
す
る
。

各
部
の
数
値
は

長
さ

（内
法
）
　

一
メ
ー
ト
ル
八
二
セ
ン
チ

幅

（内
法
）
　

・
最
大

（頭
部
）
四

一
セ
ン
チ

〃
　

（
〃
）
　

・
最
小

（脚
部
）
二
七
セ
ン
チ

深
さ
三
二
セ
ン
チ
十
二
七
セ
ン
チ

床
の
レ
ベ
ル
は
ほ
ゞ
水
平
だ
が
、
頭
部
の
敷
石
が
石
枕
様
に
五
セ
ン
チ
程
高
く

な

っ
て
い
た
の
は
注
目
さ
れ
る
。
主
軸
は
ほ
ぼ
南
西

（
Ｎ
ｌ
。
５０
１
Ｅ
）
を
示
す
。

石
棺
内
に
は
、
人
骨

一
体
と
右
腕
と
東
側
壁
の
間
に
剣

一
、
鉄
鉄
三
が
認
め
ら

れ
、
頭
部
東
側
か
ら
竪
櫛

一
が
検
出
さ
れ
た
。
石
棺
内
に
は
、
ほ
ゞ

一
面
に
朱
が

認
め
ら
れ
、
人
骨
に
も
相
当
量
付
着
し
て
い
た
。

出
土
遺
物
は
第
二
凶
の
如
く
で
、
１
は
剣
、
２
？
４
は
鉄
鏃
、
５
は
竪
櫛

で
、

竪
櫛
の
発
掘
例
は
県
内
で
は
延
岡
、
浄
土
寺
山
古
墳
以
来
の
も
の
で
あ
る
。

蔵
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三

宮
崎
の
古
墳
文
化
は
、
多
等
の
地
下
式
横
穴
進
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

・ら
れ
て
い
る
が
、
も
う

一
つ
の
特
異
性
は
、
横
穴
式
石
室
が
非
常
に
少
い
こ
と
で

あ
る
。
数
例
を
か
ぞ
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
は
将
来
も
変
る
こ
と
が
な
い
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
比
し
て
伝
統
的
な
網
式
石
龍
は
、
か
な
り
豊
富
で
管
見
に
の
ば
っ

た
だ
け
で
も
、
十
数
基
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
頭
推
柄
頭
な
ど
を
出
上
し

た
串
間
市
の
古
墳
や
、
背
に
鈎
旗
凸
起
を
持
つ
提
瓶
、
丸
玉
、
刀
子
、
須
恵
邪
な

ど
を
出
上
し
た
廷
田
市
奉
塚
の
も
の
な
ど
が
代
表
と
さ
れ
よ
う
。

今
回
発
見
さ
れ
た
牧
プ
原
の
石
構
は
、
中
期
に
副
葬
さ
れ
る
事
の
多
い
竪
櫛
を

出
上
し
て
い
る
の
で
、
県
内
の
石
棺
の
中
で
も
比
較
的
年
代
の
遡
る
も
の
と
考
え

ら
れ
、
他
に
極
め
手
と
な
る
様
な
遺
物
に
乏
し
い
が
、
中
期
終
末
こ
ろ
の
所
産
と

考
え
て
お
こ
う
。

箱
式
石
棺
の
編
年
、
及
び
横
穴
式
石
室
を
持
つ
古
墳
と
の
関
連
究
明
、
こ
れ
ら

が
今
後
の
課
題
の
一
と
さ
れ
る
で
あ
る
う
。



第 4図 牧ノ原発見の箱式石棺夫測図
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写真 4 牧 ノ原 発 見 4号 箱式 石棺

蓋石の状態 (右 )と蓋石を除いた状況 (左 )写真 2 牧ノ原発見 2号箱式石棺





デII

南
　
湿

植

、
種
別
　
天
然
記
念
物

、
所
在
地
　
川
南
町

一
九
四
〇
三
ど

一
九
四
〇
四

、
地
目
、
山
林
　
　
地
積
三
二
六
七
六
平
方
米

、
現
状

こ
の
湿
原
は
国
立
宮
崎
療
養
所
に
隣
接
す
る
北
部
か
ら
国
道

一
〇
号
線
迄
の
間

に
存
在
す
る
狭
少
な
地
積
を
な
し
て
あ
る
。
灌
漑
用
水
池

（七
四
六
九
平
方
米
）

と
、
こ
れ
を
周
る
山
地
原
野
お
よ
び
、
用
水
池
か
ら
東
南
に
広
が
る
山
地
原
野

（

二
六
二
〇
七
平
方
米
）
か
ら
な

っ
て
い
る
。
用
水
池
は
四
時
水
を
た
た
え
、
夏
期

は
ホ
テ
イ
ソ
ウ
の
繁
成
に
よ
り
、
水
面
の
過
半
を
占
有
さ
れ
る
。
池
中
に
は
タ
ヌ

キ
モ
、
ヒ
メ
か
ス
キ
モ
が
多
い
。
池
辺
の
沼
尺
に
は
ク
サ
ヨ
シ
群
が
発
達
し
、
そ

の
間
に
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ノ
カ
ン
ブ
ウ
、

ト
キ
ソ
ウ
、
サ
ギ
ソ
ウ
等
が
生
じ
、
陽
光
の
沼
尺
で
は
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
類
、
ク
ロ

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ホ
シ
ク
サ
等
が
発
生
時
に
は
著
し
く
目
に
つ
く
。
湿
原
は
池
辺

に
も
発
達
す
る
が
そ
の
主
た
る
も
の
は
こ
の

用
水
池

堤
防
下
か

ら
国

道
迄
で
あ

之０
。湿

原
は
用
水
池
の
放
水
路
お
よ
び
余
水
吐
水
路
か
ら
の
水
と
北
部
台
地
の
地
下

水
の
湧
水
に
よ

っ
て
年
間
通
じ
て
湿
地
と
な
る
。
旧
来
開
か
れ
た
水
田
の
廃
田
跡

が
そ
の
大
部
を
占
め
て
い
る
。
湿
原
を
通
ず
る
水
路
周
辺
に
は
サ
ク
ラ
バ
ハ
ン
ノ

キ
が
特
に
多
く
、　
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
の
群
生
が
到
る
所
に
あ
る
。
湿
原
の
植
物
は
四

時
そ
の
種
類
を
変
化
す
る
が
、
秋
季
の
ホ
シ
ク
サ
類
の
群
落
は
こ
と
に
美
し
い
も

の
と
な
る
。
ス
マ
ガ
ヤ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ス
イ
ラ
ン
、
ノ
カ
ン
ブ
ウ
、
ノ
ハ
ナ

平

田

正

シ

ヨ
ウ
ブ
、　
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
ヤ
マ
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
、
ミ
ズ

ギ

ボ
ウ

シ
、
ト
キ
ソ

ウ
、
キ
ン
バ
イ
ザ
サ
等
に
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、　
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ナ
ガ
バ
ノ
イ

シ
モ
チ
ソ
ウ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
ホ
ザ
キ
ノ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
等
の
食
虫
植
物
が
極

め
て
多
い
。
こ
の
湿
原
に
続
く
北
部
は
低
平
の
台
地
で
耕
地
に
続
く
が
、
こ
の
丘

は
ア
カ
マ
ツ
と
杉
の
植
栽
か
ら
な
り
、
車
原
に
は

カ

キ

ラ
ン
、
ノ
ャ

マ
サ
ギ
ソ

ウ
、
サ
ギ
ソ
ウ
、
ダ
イ
サ
ギ
ソ
ウ
、
ム
カ
ゴ
ト
ン
ボ
等
の
ラ
ン
類
が
多
い
。
概
見

し
て
こ
の
湿
原
は
発
育
の
悪
い
杉
林
に
囲
れ
た
湿
原
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
湿
原
植
物
中
学
術
上
特
に
興
味
の
あ
る
も
の
と
そ
の
群
落
の
特
性
は
以
下

の
様
で
あ
る
。

４
、
湿
原
に
存
在
す
る
植
物
種
数
は
別
記
目
録
の
通
り
で
高
等
植
物
八
三
科
二
六

三
種
の
多
き
に
の
ば
り
、
狭
小
な
湿
原
地
と
し
て
は
極
め
て
多
数
の
種
数
を
包
蔵

し
て
い
る
。

２
、
湿
原
を
特
長
づ
け
る
植
物
は
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
、
ホ
シ
ク
サ
科
、
イ
ネ
科
、

ラ
ン
科
、
タ
ス
キ
モ
科
、
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
科
で
、
こ
れ
ら
の
種
属
は
暖
地
性
の
も

の
で
そ
の
種
類
数
の
多
い
こ
と
と
、
個
体
群
の
優
れ
た
大
き
さ
に
よ
り
こ
の
湿
原

植
物
群
落
を
特
長
づ
け
て
い
る
。

３
、
食
虫
植
物
は
か
ス
キ
モ
科
お
よ
び
イ
ン
モ
チ
ソ
ウ
科
七
種
に
お
よ
び
、
特
に

ナ
ガ
バ
ノ
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
は
本
州
と
九
州
で
は
こ
の
湿
原
の
み
で
知
ら
れ
て
い
て

分
布
上
重
要
な
因
子
で
あ
る
。

４
、　
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
は
中
部
地
方
の
西
南
部
と
近
畿
地
方
に
産
し
、
九
州
で
は
川

南
地
区
か
ら
の
み
知
ら
れ
る
稀
有
植
物
で
あ
る
が
、
本
湿
原
で
は
本
種
の
発
達
は

-13-



極
め
て
良
好
豊
産
で
あ
る
。

５
、
ヒ
ュ
ウ
ガ
ホ
シ
ク
サ
　
植
物
和
名
中

「
日
向
」
の
名
を
冠
し
た
植
物
は
三
種

の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ば
野
村
剛
氏
が
こ
の
湿
原
で
初
め
て
発
見
採
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
大
井
次
二
郎
博
士
は
最
初
本
植
物
を
新
種
と
さ
れ
、
そ
の
学
名
を

Ｄ
【
一〇
８
臣
Ｊ
Ｂ
　
器
一中２
嘔
①
　
ｏ
す
貿
中
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
本
種
の
母
種
は
中

国
南
部
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
お
よ
び
イ
ン
ド
に
分
布
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

そ
の
母
種
の
変
種
と
し
て
、学
名
を
口

①
ｏ
ゴ
掛
偏
＝∞
ｇ
Ｂ

貿
留
Ｆ
く
磁
・器
付卜８
∽
〕
①

Ｏ
Ｆ
薫
中と
さ
れ
て
い
る
。

一
、
由
来

こ
の
湿
原
の
植
物
調
査
を
最
初
に
手
が
け
ら
れ
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
の
は
野
村
剛
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
戦
後
ま
も
な
く
こ
の
湿
原
に
隣
接
し
て
設
立

さ
れ
た
国
立
病
院
に
入
院
し
て
加
療
さ
れ
た
。
た
ま
た
ま
同
病
院
に
お
い
て
療
養

中
の
現
宮
崎
大
学
助
教
授

（教
育
学
部
）
長
沢
光
男
氏
を
知
ら
れ
た
。
長
沢
氏
は

植
物
分
類
に
優
れ
た
採
集
家
で
あ
り
、
特
に
ス
ミ
レ
の
分
類
で
は
専
門
家
で
あ

っ

た
。
長
沢
氏
は
植
物
分
類
学
に
全
く
未
経
験
の
野
村
氏
を
懇
切
に
指
導
さ
れ
、
療

養
の
間
の
趣
味
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
野
村
氏
は
こ
れ
に
応

え
て

一
歩
々
々
採
集
知
識
を
向
上
さ
れ
、
余
暇
は
専
ら
こ
の
湿
原
の
植
物
を
採
集

研
究
す
る
こ
と
四
時
に
お
よ
び
熱
心
な
研
究
者
と
な
ら
れ
た
。
長
沢
氏
は
野
村
氏

を
知
ら
れ
て
間
も
な
く
退
院
さ
れ
た
が
、
野
村
氏
は
初
志
を
曲
げ
ず
そ
の
調
査
を

続
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
著
者
も
長
沢
氏
と
野
村
氏
を
訪
問
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
研

究
を
激
励
し
、
川
南
湿
原
の
植
物
構
成
に
お
い
て
比
類
の
な
い
こ
と
を
知

っ
た
の

で
あ
る
。
野
村
氏
の
熱
心
に
し
て
詳
細
周
到
な
調
査
に
よ
り
湿
原
植
物
の
余
す
と

こ
ろ
な
い
種
類
が
判
明
し
た
の
で
、
同
氏
は
昭
和
二
五
年
二
月
本
湿
原
の
植
物
目

録
を

一
応
完
成
さ
れ
た
。
当
時
こ
の
湿
原
の
天
然
記
念
物
指
定
保
存
の
必
要
を
認

め
た
が
、
戦
後
の
人
心
混
乱
に
よ
る
荒
廃
濫
護
を
お
そ
れ
る
余
り
久
し
く
温
存
し

て
き
た
。
近
時
に
至
り
耕
地
拡
大
政
策
の

一
端
と
し
て
旧
湿
原
の
南
部

一
帯
の
開

田
を
見
、
続
い
て
昭
和
四

一
年
北
部

一
角
の
牧
野
開
放
と
湿
原
の
存
在
に
致
命
的

破
壊
が
加

っ
て
き
た
の
で
、
急
拠
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
録
存
に
踏
切

っ
た
の

で
あ
る
。
幸
に
し
て
湿
原
は
川
南
町
有
地
で
あ

っ
た
の
で
町
当
局
の
温
い
御
協
力

を
得
て
、
学
術
的
に
永
存
す
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
湿

原
の
学
術
的
価
値
を
熱
心
な
調
査
に
よ

っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
野
村
剛
氏
お
よ
び
長

沢
光
男
氏
の
御
功
績
を
記
し
て
将
来
に
飾
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
保
存
の
要
件

こ
の
湿
原
植
物
群
落
は
既
述
の
如
く
、
そ
の
植
物
構
成
要
素
に
お
い
て
学
術
上

分
布
の
珍
し
い
点
、
お
よ
び
そ
の
群
落
の
大
さ
に
お
い
て
学
術
上
参
考
物
件
と
し

て
県
下
に
そ
の
比
類
を
見
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
調
査
し
た
県
内
湿

原
は
西
都
市
穂
北
、
日
豊
線
美
々
津
駅
東
南
沼
沢
地
、
ホ
農
町
蒲
生
お
よ
び
瓜
生

の
二
湿
原
で
、
こ
れ
ら
の
温
原
に
お
い
て
は
、
群
落
構
成
の
植
物
要
素
と
そ
の
規

模
に
お
い
て
、
川
南
湿
原
に
お
よ
ば
な
い
の
み
か
、
こ
れ
ら
の
内
の
大
沼
沢
で
あ

っ
た
西
都
市
穂
北
の
も
の
は
開
田
に
よ
り
消
失
し
、
又
美
々
津
沼
沢
も
埋
立
に
よ

る
宅
地
造
成
に
よ

っ
て
消
失
し
て
し
ま

っ
た
。

本
湿
原
植
物
群
落
は
国
道

一
〇
号
線
に
沿

っ
て
あ
り
学
術
上
の
利
用
価
値
は
極

め
て
高
い
好
都
合
の
地
理
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
将
来
永
く
学
術
上
の
参
考

湿
原
と
し
て
又
暖
地
性
植
物
の
特
殊
群
落
と
し
て
保
存
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

一
、
参
考
文
献

１
、
大
井
次
二
郎
　
日
本
植
物
誌
　
一
九
六
五
　
至
文
堂

つと、
（∪
Ｊ
コ
註
　
『
卜の
”
ヴ
臣
【
〇
中刊
〕弾
β
付ω
①　
ワ
「〇
く
贈
①　
】ω
〕
〇
♯
一ｏ
ω
①
】
Ｄ
■
群ｏ
①
ω
露
｝〇
お
∽
①
一中ｏ
Ｅ

∽
ｏ
①
Ｏ
す
雲
中
∽
▼
い
ｏ
く
こ

憫
Ｌ
Ｆ
Ｚ
群
・
∽
ｏ
Ｐ
Ｚ
匡
Ｐ
Ｚ
ｏ
・ω
分

（
―
∞
ム
地
望
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川
南

湿
原

植

物

目
録

○
，
ラ
ボ
ン
・科

シ
シ
ガ
シ
ラ
、

コ
モ
チ
シ
ダ
、
ベ
ニ
シ
ダ
の
類
、

イ
ス
ワ
ラ
ビ
、　
ハ
ン
ゴ
シ
ダ
、
ワ
・ラ
ビ

○
ウ
ラ
ジ

，
科

コ
ン
ダ
、
ウ
ラ
ジ

ロ

〇
カ
ニ
タ
サ
科

カ

エ
ク
サ

Ｏ
ゼ
ン
マ
イ
科

ゼ
ン
マ
イ

Ｏ
ヒ
ヵ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科

ミ
ズ
ス
ギ

○

マ
ツ
科

ア
カ
マ
ツ

Ｏ
ス
ギ
科

ス
　
　
ギ

○
ヤ
ナ
ギ
科

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

Ｏ
Ｙ
７
カ
ン
バ
科

ウ
ス
ゲ
ヒ
ロ
ハ
バ
ン
ノ
キ

Ｏ
ブ
ナ
科

ク

　

　

リ

○

ニ
レ
科

ェ
ノ
キ

Ｏ
ク
ワ
科

ホ
ラ
シ
ノ
ブ
、

ホ
シ
ダ
、

ク
ワ
ク
サ

Ｏ
ビ
ャ
ク
ダ
ン
科

カ
ナ
ビ
キ
ソ
ウ

Ｏ
タ
デ
科

、
プ
ソ
バ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
ォ
ォ
イ
ヌ
タ
デ
、
イ
タ
ド
リ

Ｏ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科

ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

Ｏ
ウ
マ
ノ
ァ
ン
ガ
タ
科

ウ
マ
ノ
ァ
シ
ガ
タ
、
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
セ
ツ
エ
ン
ソ
ウ
、
オ
キ
ナ
グ
サ

Ｏ
ア
ケ
ビ
科

ア
ケ
ビ

０
メ
ギ
科

　

　

　

・

ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ

Ｏ
ツ
プ
ラ
科

カ
ミ
エ
ビ

Ｏ
ケ
シ
科

タ
ケ
ニ
グ
サ

Ｏ
イ
ン
モ
チ
ツ
ウ
科

ナ
ガ
バ
ノ
ィ
ン
モ
チ
ソ
ウ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ

Ｏ
ュ
キ
ノ
ン
タ
科

ウ
ツ
ギ
、　
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ゥ

Ｏ
バ
ラ
科

キ
ン
ミ
ズ
と
キ
、
キ
ジ
ム
ン
ロ
、
ミ
ツ
パ
ツ
チ
グ
リ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
コ
バ
ノ
テ

リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ヮ
レ
モ
コ
ウ
、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ヮ
レ
モ
ヨ

ウ
、
ナ
ガ
ボ
ノ
ァ
ヵ
ヮ
レ
モ
コ
ウ

〇

マ
メ
科

ネ
ム
ノ
キ
、
ャ
ブ

マ
メ
、
カ
ヮ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
、
ホ
ソ
バ
タ
ヌ
キ
マ
メ
、
ミ
ン
ナ
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オ
ン
、
ビ
メ
ノ
ハ
ギ
、
ノ
サ
サ
ゲ
、
コ
マ

マ
ル
バ

ハ
ギ
、
メ
ド
＾
ギ
、
ハ
イ
メ
ド
バ

ダ
サ
、
オ
ツ
フ
ジ
、
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
、

Ｏ
ミ
カ
ン
科

　

　

、

カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
イ
ス
ザ
ン
シ
ョ

Ｏ
ヒ
メ
ハ
ギ
科

ヒ
メ
ハ
ギ
、
と
ナ
ノ
ヵ
ン
ザ
ラ

・Ｏ
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
科

ァ
カ
メ
ガ
シ

フ

Ｏ
ウ
ル
ラ

科

ス
ル
デ
、

ハ
ゼ

〇
モ
チ
ノ
キ
科

ゥ
メ
モ
ド
キ

○

ニ
シ
キ
ギ
．科

ツ
ル
ウ
メ
■
ド
キ
、

コ
マ
ユ
ミ

○
夕
！
ゥ
メ
モ
ド
キ
科

ヶ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
ネ
コ
／
チ
テ

○
ブ
ド
ウ
科

・ツ
　
　
　
タ

Ｏ
ア
オ
ギ
，
科

ノ
ジ
ァ
ォ
イ

Ｏ
ツ
バ
キ
科

ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ

Ｏ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科

オ
ト
ギ
リ
ウ
ウ
、
と
メ
ォ
ト
ギ
リ
、
コ
ケ
オ
ト
ギ
リ
、
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ

Ｏ
そ
（，

科

ス
ミ
レ
、　
ニ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
フ
モ
ト
ス
ミ
レ
、
ツ
ボ
ス
ミ
レ

ツ
ナ
ギ
、
ン
バ
ハ
ギ
、
ヤ
バ
ズ
ソ
ウ
、

ギ
、
ネ
ロ
ハ
ギ
、
イ
ヌ
ハ
ギ
、
ミ
ヤ
ョ

ス
ズ
メ
．プ
ェ
ン
ド
ウ
、
ヤ
マ
フ
ジ

ウ

①
グ
ミ
科

ア
キ
ダ
ミ
、
ナ
ワ
シ
ロ
．グ
ミ

Ｏ
ヽ
ソ
ハ
ギ
科

ミ
ツ
ハ
ギ

○
プ
ボ
タ
ン
科

ヒ
メ
ノ
ボ
タ
ッ

Ｏ
ァ
リ
ノ
ト
ウ
ゲ
サ
科

ァ
リ
ノ
ト
ゥ
グ
サ

○
セ
リ
科

ノ
ダ
ヶ
、
ャ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
Ａ
カ
ゴ

ニ
ン
ジ

ン

〇
イ
チ
ヤ
イ
ツ
ウ
科

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ

①
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
科

ア
イ
ビ
、
ネ
ヂ
・キ

Ｏ
サ
ク
ラ
ン
ウ
科

ス
マ
ト
ラ
ノ
ォ
　
　
・

・Ｏ
カ
キ
科

カ
キ

（
栽
）

○
モ
ク
セ
イ
科

ネ
ズ
ミ
モ
チ

○
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
科

ヒ
メ
ナ
エ
、
ア
イ
ナ
エ

〇
リ
ン
ド
ウ
科

リ
ン
ド
ウ
、
コ
ケ
リ
ン
ド
ウ
、
ハ
イ
リ
ン
ド
ウ
、

ブ
リ
①
ガ
ガ
イ
モ
科

ヒ
ゴ
ビ
ヤ
ク
ゼ
ン

フ
デ
リ
ン
ド
ウ
、
イ
ス
セ
ン
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○
ム
ラ
サ
キ
科

ハ
ナ
イ
バ
ナ

Ｏ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
科

キ
ラ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
、
ク
ル
マ
バ
ナ
、
ヒ
メ
ン
ロ
ネ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、

ァ
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、

○
ゴ

マ
ノ
ハ
グ
サ
科

ゴ

マ
ク
サ
、
サ
ワ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ウ
リ
ク
サ

○

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科

ナ
ン
バ
ン
ギ

セ
ル

○
タ
ス
キ

モ
科

シ
ロ
バ
ナ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、
ホ
ザ
キ
ノ
ミ
ミ
ヵ
キ
グ
サ
、

タ
ス
キ
モ

○
キ
ツ
ネ
ノ

マ
ゴ
科

キ
ツ
ネ
ノ

マ
ゴ

○

ヒ
ル
ガ
オ
科

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

○

ア
々

不
科

ヤ
イ
ト
バ
ナ

○

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ガ

マ
ズ
ミ
の

一
種

Ｏ
オ
ミ
ナ

エ
シ
科

オ
ミ
ナ

エ
ン
、
オ
ト

コ
ヘ
シ

○

ウ
リ
科

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ

Ｏ
キ
キ

ョ
ウ
科

ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ

ン
、
ミ
ゾ
カ
ク
シ
、
サ
ワ
ギ
キ

ョ
ウ

○
キ
ク
科

ヌ
マ
ダ
イ

コ
ン
、

ヨ
モ
ギ
、
オ
ト

コ
ヨ
モ
ギ
、
ト
ウ

コ
ギ
、
サ
ジ
ガ

ン
ク
ビ
ツ

ウ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
タ
カ
サ
ブ

ロ
ウ
、

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
サ

ワ
ヒ
ョ
ド
リ
、
チ
チ

ョ
グ
サ
、

ハ
ハ
コ
グ
サ
、
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
、

ス
イ
ラ
ン
、
オ

グ

ル
マ
、
ミ
ズ
ギ
ク
、　
ニ
ガ
ナ
、　
ハ
イ

ニ
ガ
ナ
、
ホ
ソ
バ
ョ
メ
ナ
、
ホ
ソ
バ
ァ
キ

ノ
ゲ

シ
、
ャ
ク
シ
ソ
ウ
、　
コ
ウ
ブ
リ
ナ
、
オ
カ
オ
グ

ル
マ
、
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、

ア
キ

ノ
キ
リ

ン
ソ
ウ
、
オ

ニ
タ
ビ
ラ

コ

Ｏ
ミ
ク
リ
科

ヤ

マ
ト
ミ
ク
リ

Ｏ

ヒ
ル
ム
シ
ロ
科

オ
オ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
、
ミ
ズ
ヒ
キ

モ
、
リ
ウ
ノ
ヒ
ゲ

○
ト
チ
カ
ガ
ミ
科

セ
キ
シ
ョ
ウ
モ

○

タ
ケ
科

メ
ダ
ヶ

Ｏ
イ

不ヽ
科

カ

モ
ジ
グ
サ
、
ケ
ト
ダ

シ
バ
、

ヒ
メ

コ
バ
ン
ソ
ウ
、
ジ

ュ
ズ
ダ

マ
、
オ
ガ

ル
ガ

ヤ
、

ア
キ
メ
ヒ
シ
バ
、
ヵ

リ

マ
タ

ガ

ヤ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
カ
ゼ
ク
サ
、　
ニ
ワ
ホ

コ

リ
、
チ
ガ
ヤ
、
チ
ゴ
ザ
サ
、
カ
モ
ノ

ハ
シ
、

ノ
ギ
ナ
シ
ア
シ
ボ
ソ
、

ス
ス
キ
、

ス

マ
ガ
ヤ
、

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
ェ
、
チ
ヵ
ラ
ン
バ
、

ア
オ
チ
カ
ラ
シ
バ
、
ク
サ
ヨ
シ
、

ヨ

シ
、

ヌ
メ
リ
グ
サ
、

ェ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、

モ
ロ
コ
シ
ガ
ヤ
、
ネ
ズ
ミ
ノ
オ
、
ゥ
シ
ク

サ
、
イ
ト
ス
ズ
メ
ガ
ャ
、

ヒ
メ
コ
ス
ヵ
グ
サ
、
ト
ダ

シ
バ
、
ウ

ン
ス
ケ

モ
ド
キ
、

ヒ
ナ
ザ
サ

○
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、

ミ
ズ

ハ
ナ
ビ
、
オ

ニ
ガ
ヤ
ツ
リ
、

ヒ
デ
リ

コ
、

ヤ

マ
イ
、
ク

ロ
タ

マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、

ヒ
メ
ク
グ
、

ヒ
ン
ジ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
カ
ワ
ラ
ス
ガ

ナ
、

コ
イ

ヌ

ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
、
イ
ガ
ク
サ
、

コ
シ
ン
ジ

ュ
ガ
ヤ
、
ゴ
ウ
ソ
、　
マ
不
キ
シ
ン
ジ

ュ
ガ

ヤ
、

シ
カ
ク
イ
、

ァ
ン
ペ
ラ
イ
、
ヤ
チ
カ
ワ
ズ
ス
ゲ
、

ヒ
メ
イ
、
タ
チ
ス
ゲ
、
ホ
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タ
ル
イ
、
ミ
タ
リ
ガ
ヤ

Ｏ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
科

セ
キ
シ
ョ
ウ

〇
ホ
ン
ク
サ
科

イ
ス
ノ
ヒ
ゲ
、
ホ
ラ

タ
サ
、
ク
●

ホ
ツ
タ
サ
、

と

ュ
ウ
ガ
ホ
シ
ク
サ
、
ン
ロ
イ
界
ノ
ヒ
ゲ

○
ツ
ユ
ク
サ
科

イ
ボ
ク
サ
、
ツ
ユ
ク
サ

Ｏ

ミ
ズ
ア
オ
イ
科

ヨ
ナ
ギ
、
ミ
ズ
ア
オ
イ

Ｏ
ト
ウ
シ
イ
ツ
ウ
科

イ
、
ホ
ツ
バ
ノ
ョ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

０

シ
ュ
ヨ
ン
ウ
科

ノ
ギ
ラ
ン

Ｏ

ツ
ル
ボ
ラ
ン
科

プ
カ
ン
プ
ウ
、

ユ
ウ
ス
ゲ
、
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ

○
ネ
ギ
科

ヤ

マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

Ｏ
エ
リ
科

ア

マ
ナ
、

コ
オ
ニ
ユ
リ
、

ツ
ル

‐
ボ

Ｏ
ヤ
ブ
ラ
ン
科

ヒ
メ
ャ
ブ
ラ
ン

Ｏ
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
・科

サ
ル
ト
，
イ
バ
ラ

Ｏ
と
ガ
ン
バ
ナ
科

キ
ン
バ
イ
ザ
サ
、

コ
キ
ン
バ
イ
ザ
サ

Ｏ
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科

ヒ
ロ
ハ
ノ
イ

ス
′
ヒ
ゲ
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
カ
エ
デ
ド
コ
ロ

０
ア
ヤ
メ
科

ノ，
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

Ｏ
ラ
ン
一科

カ
キ
ラ
ン
、
サ
サ
バ
ラ
ン
、
一ダ
イ
サ
ギ
ジ
ウ
、
サ
ギ
ソ
フ
、
ム
カ
一ゴ
ト
ィ
ボ
、

ノ
ャ
マ
サ
ギ
ソ
ウ
、
コ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
、
ト
キ
ツ
ウ
、
ヤ
マ
ト
キ
ソ
ウ
、
シ
ロ

バ
ナ
ト
キ
ソ
タ
、
ネ
ジ
バ
ナ
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